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遅
い
桜
が
田
植
え
に
向
け
水
を
湛
え

た
田
に
映
え
る
季
節
と
な
り
、
当
社
で

は
例
祭
に
む
け
準
備
が
慌
た
だ
し
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
に
は
仕
事
に
田
植
え
準
備
に
勤

し
ま
れ
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。　

　

新
緑
の
候
、
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

　

こ
の
度
平
成
二
十
四
年
度
小
椋
神
社

氏
子
総
代
四
組
年
番
取
締
を
預
か
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

何
分
に
も
浅
学
非
才
な
身
で
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
戴
き
、
微
力
な
が
ら

一
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

御
座
い
ま
す
。

　

小
椋
神
社
へ
の
参
拝
者
・
崇
敬
者
が

増
え
、
益
々
発
展
し
ま
す
様
、
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
三
日
　
仰
木
泥
田
祭

　

去
る
四
月
八
日
に
鉾
迎
え
の
儀
を
終

え
本
年
も
仰
木
泥
田
祭
を
斎
行
す
る
こ

と
を
総
代
会
及
び
関
係
団
体
代
表
者
に

て
決
議
し
ま
し
た
。
本
年
も
よ
い
お
祭

り
と
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

仰
木
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

販
売
決
定

　

成
安
造
形
大
学
「
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
季
刊
誌
『
じ
ぞ
う
の
め
』

が
発
行
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
第
一
号
と
し
て
仰
木
祭
に
つ
い
て
の

特
集
号
を
組
ん
で
戴
き
ま
し
た
。
長
年

仰
木
祭
の
取
材
を
続
け
て
来
ら
れ
た
成

果
が
写
真
を
交
え
た
記
事
と
し
て
約

２
０
ペ
ー
ジ
に
纏
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
式
祭
の
内
容
や
歴
史
、
ま
た
今
と

昔
の
仰
木
祭
の
写
真
で
の
比
較
な
ど
な

ど
大
変
興
味
深
い
内
容
で
、
小
椋
神
社

公
認
の
仰
木
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て

当
日
会
場
に
て
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
求
め
下
さ
い
。
一
部
五
百
円
予
定

年
番
就
任
挨
拶
　
　

　
　
　
　
西
村
玄
市
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境
内
整
備
工
事
の

ご
報
告

　
忌
服
者
清
祓

於
　
小
椋
神
社
祓
戸
　

　
小
椋
神
社
例
祭

於
　
小
椋
神
社
本
殿
　

　
馬
場
ほ
か
　

　
宵
宮

於
　
小
椋
神
社
、
若
宮
神
社
　
　

中
ノ
宮
神
社
、
地
鎮
神
社
　

　

五
月
一
日
の
午
前
九
時
と
午
後
一
時

に
祭
典
出
仕
者
の
清
祓
を
執
り
行
い
ま

す
。
親
族
、
知
人
等
に
ご
不
幸
が
あ
っ

た
方
は
ご
参
列
下
さ
い
。

で
子
供
神
輿
の
渡
御
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

渡
御
先
の
若
宮
神
社
で
例
祭
、
古
式

祭
の
成
功
を
お
祈
り
し
、
そ
の
後
中
ノ

宮
神
社
、
地
鎮
神
社
と
ま
わ
り
、
祭
を

言
祝
ぎ
、
明
日
の
安
全
を
祈
願
す
る
祝

詞
を
奏
上
い
た
し
ま
す
。
馬
場
で
は
流

鏑
馬
の
足
慣
ら
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

午
前
九
時
よ
り
本
殿
に
て
当
社
に

と
っ
て
一
年
で
一
番
重
要
な
「
例
祭
」

を
執
り
行
い
ま
す
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆

様
方
も
是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
後
三
時
よ
り
各
社
参
社
し
、
五
社

の
神
輿
の
渡
御
等
の
古
式
祭
典
が
始
ま

り
ま
す
。

　
　
　
　

皐
月
の
ま
つ
り

　

五
月
一
日　
　
　

忌
服
者
清
祓

　

五
月
二
日　
　
　

宵
宮

　

五
月
三
日　
　
　

小
椋
神
社
例
祭

　
　
　
　
　
　
　
　

古
式
祭
典

　

当
社
境
内
横
の
竹
や
ぶ
を
地
主
の
上

坂
伊
平
様
に
ご
了
解
を
戴
き
当
社
駐
車

場
と
し
て
使
用
さ
せ
て
戴
く
事
に
な
り

ま
し
た
。
工
事
に
際
し
て
は
総
代
会
、

親
村
の
有
志
の
方
々
に
ご
奉
仕
戴
き
竹

の
伐
採
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
ま
で

無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
ご
奉
仕
戴
き

ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
今
後
境
内
へ
の
車
の

乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮
戴
き
ま
す
が
、
荷

　

年
末
よ
り
多
く
の
方
々
が
御
奉
納
下

さ
い
ま
し
た
品
々
を
御
礼
方
々
ご
報
告

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

大
傘
立
て
台　
　
　

佐
々
木
伸
幸
様

一
金
、
伍
萬
圓　
　

飯
田
板
金
様

鳥
居
前
幟
ポ
ー
ル　

北
村
了
美
様

ポ
ン
プ　
　
　
　
　

上
坂
設
備
様

参
道
車
止
め　
　
　

三
上
雅
美
様

稚
児
衿
掛
け　
　

伊
藤
士
良
様
ご
夫
妻

提
灯
一
灯　
　
　

小
林
庄
二
様

物
の
搬
出
入
の
際
、
ま
た
足
の
ご
不
自

由
な
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

　

ま
た
、
境
内
拝
殿
前
大
杉
横
の
石
畳

の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
永
年
風
雨
に

曝
さ
れ
大
き
な
段
差
が
出
来
て
お
り
ま

し
た
が
今
回
石
畳
を
少
し
延
長
し
神

輿
、
御
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
石
畳
に
使
用

し
た
石
は
工
事
を
請
負
っ
て
戴
い
た
川

下
造
園
様
が
御
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
奉
納
の
御
礼

　

午
後
二
時
よ
り
小
椋
神
社
に
て
湯
立

祭
を
行
い
、
三
時
頃
よ
り
若
宮
神
社
ま


